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６月１日　キッズスポーツフェスタ
 当日の様子は６ページのまちのわだいに掲載しています。

Ⓒ芦屋町



　ボートレース芦屋の収益は、 日本財団を通じてさまざまな国
内外の公益活動に活用されています。 今回、 その日本財団の
活動を紹介します。

日本財団ってどんな団体？
　日本最大の社会貢献財団です。より良い社会の実現を目指し、市民、企業、ＮＰＯ、政府、
国際機関などさまざまな立場の人々と連携し、災害復興支援をはじめ福祉や教育の向上、
人道支援や人材育成を通じた国際貢献など、多岐にわたる公益活動を行っています。

日本財団へ２０００万円を寄付
　日本財団は、 令和 6 年能登半島地震に被災し
た人々を支援するため、NPO ボランティア団
休などへの助成事業に取り組んでいます。
　ボートレース芦屋は、 これらの活動を支援す
るため、4 月に開催した日本財団会長杯争奪戦
の収益金の一部である２０００万円を日本財
団へ寄付しました。

●倒壊家屋の撤去
　救急車などの緊急車両を通すため
に倒壊家屋などのがれきを撤去した
り、行方不明者の捜索をしたり、孤
立集落の土砂・倒木の撤去をするな
ど、人命に関わる公的な活動のサポ
ートを行いました。

△�倒壊した家屋の撤去作業

～被災地における支援活動の紹介～
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●家財取り出しの支援
　倒壊した建物の中には、被災者の思
い出が詰まった品々が取り残されたま
まという状況が続いています。そこで、
日本財団は技術系 NPO と協力し、被
災者の立ち合いのもとで倒壊家屋から
家財などの取り出しを行っています。
　個人では到底できるものではないた
め、どれだけ必要なもの、大事なもの
があったとしても、取り出すことを諦
めている人も多くいます。そうした中
で、この支援活動は被災者に非常に喜
んでもらえました。

△�倒壊した家屋から車の鍵が見つかり、
　涙ぐむ女性と取り出しにあたった職員

●漁港の仮復旧
　珠

す ず
洲市蛸

たこじま
島地区は半壊・大規模半壊・ 

全壊が全体の 8 割以上にのぼり、漁
港も甚大な被害を受けました。
　日本財団は、技術系 NPO と協力し
漁港の仮復旧に尽力し、令和 6 年 1
月 20 日には新年一番船が、無事出港
できました。

△�蛸島漁港の仮復旧作業

●�シャワーシステム・
　手洗機の設置
　水道システムが破壊され、上水・ 
下水の断水状況が続く被災者に、シャ
ワーを浴びたり、 きれいな水で手をこ
まめに洗える衛生的な環境を提供する
ため、水をろ過、殺菌することで何度
もきれいな水が使える シャワーシス
テムと手洗機を、避難所や医療機関な
どに配備しました。
　被災者は「手洗いもできずインフル
エンザになってしまった人もいます。
石けんで手を洗えるのは本当にありが
たいです」と大変喜んでいました。

△�同じ水を何度でも再利用できるシャワー
　システムと手洗機
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としょ か ん

特 集
▷問い合わせ　芦屋町図書館（☎２２３‐３６７７）

この夏、本を好きになる

24 時間利用可能

24 時間 365日、好きな
時間に利用できます。

来館不要

貸出数：５点まで
貸出期間：15 日間
予約：５点まで
予約取置：８日間

豊富な蔵書数

１万冊の中から、５冊まで
借りることができます。

10,000
books

便利な補助機能

音声読み上げや文字を拡大す
る補助機能が利用できます。

◦便利な電子図書館◦
　電子図書館とは、インターネットに繋がったスマートフォンやタブレット・パソコンなどから、いつでも
どこでも手軽に電子図書を借りて読むことができる、便利な図書館です。

遠賀郡広域電子図書館のススメ

図書館資料検索機「O
オーパック
PAC（館内・Web）」の便利な使い方

◦スマホ・タブレット・パソコンで利用できる◦
　芦屋町図書館ホームページの「資料検索・予約」から、本の検索と貸出中の
本の予約ができます。予約した本が返却されたら、お知らせメールが届きます。
※予約にはメールアドレスが必要です。
◦読書記録を残せる◦
　OPACにログインすると「My本棚」で今まで自分が借りた本を、「読書マラ
ソン」では今まで借りた冊数や月毎の冊数を確認したり、目標を設定したりす
ることができます。他にも「お気に入り一覧」に自分の好きな本を登録するこ
ともできます。

△図書館に設置されたOPAC

◦電子図書館の利用方法◦
芦屋町図書館

利用者カード
ASHIYA TOWN LIBRARY

なまえ
よむにゃん

300101234

1.利用者カードを登録する
　利用者カードを持ってい
る人は、電子図書館を利用
することができます。利用
者カードを持っていない人
は、図書館窓口で登録が必
要です。
※�遠賀郡に住んでいる人は、
自分の町の図書館で登録で
きます。

3. 借りる
　読みたい電子書籍を選ん
で「借りる」ボタンを選択
します。予約待ちの場合は
「予約する」ボタンと予約待
ちの人数が表示されます。
※�予約した本の取り置きは８日
間です。
※ �15 日間の貸出期間が終了す
ると自動で返却されます。

2. ログインする
　電子図書館のホームページを開
き、利用者 IDと初期パスワード
を入力してログインします。
※�利用者 ID は、利用
者カードに記載されて
いる利用者番号です。
※��初期パスワードは西
暦と生年月日の８桁
です。

△�電子図書館
ホームページ

ネットで借りられて、返却日
には自動で返却されます。
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◦おいでよ♪ 絵本のおはなし会◦
　読み聞かせボランティアによるおはなし会を毎月３、４回行っています。
おはなし会に参加して読み聞かせの魅力に触れてみてください。図書館には
いろいろな作家の絵本が数多くあります。こどもがどんな本が好きなのか、
どんなことに興味を示すのか探してみてください。お気に入りの 1冊が見つ
かれば、それが読書への興味の入り口になります。

△定例おはなし会

◦みんなおいでよ♪ 特別おはなし会◦
　春と冬の特別おはなし会は、たくさんの図書館ボランティアが一堂に会
して行います。舞台を作って、絵本や紙芝居の読み聞かせ、人形劇や影絵
など、普段のおはなし会にはないプログラムを楽しむことができます。赤
ちゃんもおじいちゃんもおばあちゃんも、家族みんなで参加してみてくだ
さい。

△特別おはなし会

◦イベントもりだくさん！◦
　1年をとおして、大人もこどもも楽しめるイベントを行っています。春と
秋の図書館まつりでのブックリサイクルや、夏フェスタ、こども図書館員、
ぬいぐるみおとまり会、上映会などを行っていますので、参加してみてくだ
さい。スケジュールは館内のカレンダーや、広報あしやなどで確認できます。

△ぬいぐるみおとまり会

◦芦屋町出身の小説家　吉田 直
すなお

文庫◦
　図書館２階には、芦屋小学校の卒業生の吉田直さんコーナーがありま
す。大人気を博した代表作の「トリニティ・ブラッド」は、世界各国で
翻訳されています。今年は吉田直さん生誕55周年、没後20年の節目の年。
８月１日木から中央公民館３階ギャラリーあしやで、表紙や挿絵を描い
たT

ト ー レ ス
HORES 柴本さんの作品の展示を行います。

△吉田直文庫（２階）

◦豊富な特集コーナー◦
　季節や館内のイベントに合わせた特集を、毎月入れ替えて
設置しています。読みたい本が見つからない時や、新しい本
に出会いたい時に活用してください。８月は大人もこどもも
参加できる夏の一大イベント「本の森探検ツアー」の関連特
集や、夏休みの自由研究や読書感想文の課題図書を集めた特
集を設置しています。

△新着本（１階）

△本の森探検ツアー（１階） △映像化原作本（２階）

たくさんの絵本と出会える場所この夏、
本を好き

になる
としょ か

ん

特 集

芦屋町図書館のここがすごい！
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

PTA 会長としての功績が称えられましたPTA 会長としての功績が称えられました
６月２日　PTA 活動振興功労者知事表彰

　福岡市で行われた令和6年度第39回福岡県PTA連合会定期総会で、ＰＴＡ活
動振興功労者知事表彰を受章された田中太

ふとし
さんが、波多野町長と三桝教育長を表敬

訪問しました。この表彰は、ＰＴＡ会長を５年以上務め、ＰＴＡ活動の振興に顕著な
功績がある人に贈られるものです。

� ４月 23 日　令和６年度新規採用・町外転入教職員等人権・同和教育研修会
人権・同和教育で差別の現状を再認識人権・同和教育で差別の現状を再認識

　令和６年度に芦屋町に赴任した教職員や学校、行政関係者などを対象に、人
権・同和教育研修会が行われ、26人が参加しました。研修会では、北九州教育
事務所社会教育主事の野田祐

ゆうき
希さんの講話「福岡県の人権教育の現状と課題」や、

部落解放同盟芦屋支部長の橋本さんの「部落差別についての芦屋町の現状」に
ついてのメッセージを聞き、映画「みんなで考える部落の歴史～つくられた身
分制度～」を視聴しました。参加者は被差別部落や差別の現状を再認識しました。

� ５月26日　芦屋町郷土史研究会 70周年記念講演会
� ６月１日　「妖怪展」ボランティアガイド育成講座

歴史の面白さを再確認歴史の面白さを再確認

　昭和 29 年発足の芦屋町郷土史研究会が令和 6年で 70 周年を迎えたこと
を記念して、芦屋釜の里で記念講演会が行われました。講師の長崎大学教授
野
のが み
上建

たけのり
紀さんからは「海の考古学からみた芦屋の旅行商人」という題目で磁

器の歴史や関係性、実際の芦屋沖の調査などの話がありました。講演会後は、
大茶室でお茶を楽しみながら野上さんと会員の交流を深めていました。
　また、芦屋歴史の里移転開館 20 周年記念特別展「妖怪！百鬼夜行～海に
ひそむ　もののけたち～」で、同研究会がボランティアガイドを務めること
から、ボランティアガイド育成講座が行われました。参加者は、特別展で展
示される作品の魅力に触れ、説明に聞き入っていました。

� ６月１日　キッズスポーツフェスタ
全力チームワークで目指せ優勝全力チームワークで目指せ優勝

　総合体育館で行われたキッズスポーツフェスタに、町内
の小学生 77人が参加しました。バランスペーパーやサー
キットリレーなど、年齢差があっても楽しめる競技６種目
の総得点を競うこの大会。こどもたちは仲間に大きな声援
を送り、成功を飛び跳ねて喜ぶなど、スポーツを楽しんで
いました。
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� ５月 27 日　愛生幼稚園　花の日行事

「いつもありがとう」のメッセージを添えて「いつもありがとう」のメッセージを添えて

　日頃お世話になっている人に感謝を伝える「花
の日」の行事として、愛生幼稚園の園児たちが
芦屋郵便局と芦屋町役場の職員に花束を渡しま
した。可愛らしい園児たちの姿を見た住民の皆
さんにも笑顔の花が咲いていました。

６月９日　ラブアースクリーンアップ 2024
32 年間続く、地球の大掃除！32年間続く、地球の大掃除！

　ラブアースクリーンアップとは、地域の皆さんと企業、行政が協力
して海岸や河川などに散乱するごみを回収する地域環境美化活動で、
福岡市から全国に広まりました。芦屋町でも自治区の皆さんなど多く
の人が参加して、海岸や河川敷に漂着したプラスチックごみや海外か
らの漂着ごみなどを一斉に回収しました。今年は、753人が参加し、
2290ｋｇのごみを回収しました。

� ６月 13 日　藍
らんじゅほうしょう

綬褒章受章報告

山内山内誠誠
まことまこと

さんの町への功績が称えられましたさんの町への功績が称えられました

　昭和 60年に芦屋町消防団第１分団に入団した山内誠さんは、芦屋町民の
生命と財産を守るため、39年にわたり消防活動に尽力されています。また、
災害時には分団長としていち早く現場に駆けつけ、冷静な状況判断と的確
な指示により災害の拡大を未然に防ぐなど、地域防災にも貢献されました。
その功績から、令和６年藍綬褒章を受章されました。

� ６月９日　第 30 回芦屋町少年柔道大会
気迫と気迫のぶつかりあい気迫と気迫のぶつかりあい

　芦屋少年柔道大会が芦屋町武道場で行われました。こど
もたちは、日頃の練習の成果を発揮し、白熱した試合を繰
り広げていました。技と技の掛け合いと会場の応援が合わ
さり、会場は熱気に包まれていました。団体戦優勝は、遠
賀A、準優勝は則松A、３位は芦屋Aと遠賀Bでした。

� ６月 10 日　町内３小学校田植え体験
まっすぐ育つように、まっすぐ植えますまっすぐ育つように、まっすぐ植えます

　ＪＡ北九青年部（芦屋支所）協力のもと、町内３小学校の 5年生が
田植え体験を行いました。児童たちは「泥の中って
意外とあったかい」「ずっと苗を持ってた方の手が
ピリピリする」「ジャンボタニシいる？」「（前日の
雨で）水浸しだから苗が埋まっちゃう」と話すなど、
田植えの大変さや楽しさを肌で感じていました。
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っ
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護
の
仕
事
に

就
き
た
い
人
や
将
来
の
た
め
に
介
護
を
知
り

た
い
人
な
ど
、介
護
の
こ
と
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
①
Ａ
日
程
】
８
月
29
日
木
、
９
月

５
日
木
、
12
日
木
、
19
日
木
、
26
日
木
・

午
前
10
時
か
ら

  �【�

②
Ｂ
日
程
】
令
和
７
年
２
月
１
日
土
、
８

日
土
、
15
日
土
、
22
日
土
、
３
月
１
日
土・

午
前
10
時
か
ら 

※�

①
②
い
ず
れ
も
５
日
間
の
受
講
が
必
要
で

す
。終
了
時
間
は
日
程
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
①
ウ
ェ
ル
と
ば
た
（
戸
畑
区
汐

井
町
）
②
新
小
倉
ビ
ル
（
小
倉
北
区
米
町
）

※�

筑
豊
地
区
（
中
間
市
）
な
ど
の
会
場
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
介
護
未
経
験
者

▽
定
員　
50
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
５
８

４
‐
３
３
１
０
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

▽�

と
き　

９
月
24
日
火
～
27
日
金
（
講
習
区

分
で
異
な
り
ま
す
）

▽�

と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
と
ば
た（
戸
畑
区
汐
井
町
）

▽�

対
象　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
現
在
、
危
険
物
製
造
所
、

貯
蔵
所
ま
た
は
取
扱
所
で
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

▽�
費
用　
５
３
０
０
円 

▽�
申
請
方
法　
受
講
申
請
書
を
受
付
期
間
内

に
提
出

※�

受
講
申
請
書
・
受
講
案
内
な
ど
は
、
遠
賀

郡
消
防
本
部
予
防
課
で
配
布
、
ま
た
は
福

岡
県
危
険
物
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
８
月
30
日
金
～
９
月
11
日
水

▽�

申
請
書
送
付
先　
〒
８
１
２
‐
０
０
３
４ 

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１
‐
15 

ふ
く
お

か
石
油
会
館
（
公
社
）
福
岡
県
危
険
物
安

全
協
会

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
危
険
物
安
全
協
会

（
☎
〈
０
９
２
〉
２
７
３
‐
１
１
５
０
）、

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
２
９
３
‐

８
１
２
５
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
生
活
の
困
り

ご
と
や
就
業
・
養
育
費
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
離
婚
協
議
中
の
人
も
相
談
で
き
ま
す
。

■�

出
張
相
談
会

▽�

と
き　

８
月
22
日
木
・

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

申
し
込
み　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
（
☎
〈
０
９
４
８
〉
２

１
‐
０
３
９
０
）

※
予
約
し
た
人
が
優
先
で
す

■�

就
業
支
援
講
習
【
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士

２
級
、
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
普
及
員
養
成
研
修
】

▽�

講
習
日　
10
月
12
日
、
26
日
、
11
月
２
日
、

16
日
の
土
曜
日
・
午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
田
川
総
合
庁
舎（
田
川
市
大
字
伊
田
）

▽
定
員　
８
人
（
託
児
あ
り
）

▽
受
講
料　
無
料　

※�

教
材
費
な
ど
４
０
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。

▽
申
込
期
限　
９
月
24
日
火

▽�

申
し
込
み　
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
株
式

会
社　
（
☎〈
０
９
２
〉７
４
１‐９
５
３
１
）

みんなの

ひろば

申し込み
ホームページ

メールアドレス

福岡ひとり親家庭
LINE 相談
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●
浜
木
綿
俳
句
会

蚊
を
打
つ
て
わ
が
血
ま
だ
ま
だ
穌あ

た
ら

し
き

�

野
口
加
津
美

解
体
の
船
体
沈
む
青
野
か
な

�

池
田
千
恵
子

花
し
の
ぶ
梅
雨
の
五
岳
を
望
み
た
る

�

吉
住　
利り

え枝

点
茶
待
つ
十
畳
深
く
緑
さ
す

�

池
田　
幸ゆ

き
と
し利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

時
の
日
の
時
告
ぐ
鐘
の
平
和
な
る

�

田
尾
三
千
枝

ふ
る
さ
と
は
駅
も
た
ぬ
町
夏
落
葉

�

縄
田　
惠
子

語か
た
り
べ部
と
座ざ

せ
る
端は

し
い居
や
国

な
ま
り訛

�

仲
山
ク
ニ
子

路
地
裏
に
手
押
し
ポ
ン
プ
や
額が

く

の
花

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

八
十
二
歳
の
祝
い
の
席
に
メ
ー
ル
受
く

長
生
き
し
て
と
男
孫
よ
り

�

宮
﨑
佐
代
子

青
色
を
含
み
し
雨
の
ふ
り
そ
そ
ぎ

こ
ん
も
り
紫あ

じ
さ
い

陽
花
ブ
ル
ー
に
染
め
る

�

村
上　
一
惠

寝
た
き
り
の
姉
の
白
寿
を
祝
う
会

一
族
集
い
て
笑
顔
あ
ふ
る
る

�

田
中
勢
津
子

ア
ル
バ
ム
の
中
で
笑
顔
の
亡
き
夫つ

ま

に

教
え
て
あ
げ
た
い
私
元
気
よ

�

後
藤　
征ゆ

き
こ子

難問の多い料理店
  結

ゆ う き

城　真一郎　著  

　ビーバーイーツ配達員として日
銭を稼ぐ大学生の「僕」は、注
文を受けて向かった怪しげなレス
トランで、オーナーシェフと出会う。
　彼は虚空のような暗い瞳で
嘘みたいな儲け話を提案し、
僕はそれに乗ってしまった。
　そうして多額の報酬を貰
っているうちに、僕はある
ことに気づく。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�５日月、13日火、19日月、22日木、
26日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ８月

と　き 　　出　演・催　し　　
７日水 赤ちゃんおはなし会たっち
10 日土 お話しポケット
11 日日 にじの会
25 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　

「パンどろぼう」や「しろくま」
シリーズが大人気の柴田ケイコさ
んを講師に迎え、絵本の世界の話、
柴田さん本人による読み聞かせな
どの楽しい講演会です。△ �

とき　９月29日日・午後２時から△

ところ　中央公民館２階△ �

定員　80 人（事前申し込み先着順）△ �

申し込み　８月１日木・午前 10 時から図書館
カウンターまたは電話、ファクス（☎２２３‐
３１００）で受け付け

　芦屋町出身の作家、吉田直さんの小説「トリニテ
ィ・ブラッド」の挿絵を描いたTHORES 柴本さん
の版画作品展を行います。トリニティ・ブラッドの
世界が精密に描かれた作品を楽しんでください。
　また、図書館２階にある「吉田文庫」にも立ち寄
ってみてください。△ �

とき　８月１日木～９月15日日・午前９時～午後５
時（月曜は休館です。ただし、８月12日月は開館）△

ところ　中央公民館３階

THORES（トーレス）柴本さんの作品展

【一般書】
惣十郎浮世始末 木

き う ち

内　昇
のぼり

 � 著
人質の法廷 里見　蘭� 著
トヨタの子 吉川　英

え り

梨� 著
猫と罰 宇

う つ ぎ

津木　健太郎� 著

【児童書】
いつか、あの博物館で。 朝比奈　あすか� 作
動物の義足やさん 沢

さ わ だ

田　俊
と し こ

子� 作
タケシのせかい 室井　滋

しげる

� 作
まいごでござる 荒

あ ら と

戸　里
り や こ

也子� 作
くまたの びっくりだいさくせん 柴田　ケイコ� 作

柴田ケイコさん講演会
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町

ワクチン接種で　　予防できる病気があります

※�定期接種とは、感染症予防を目的に、国が接種を推奨し、費用の全額または一部を公費で負担して自治体が行
う予防接種です。

▽ �対象　●小学６年生～高校１年生相当の女子（標準的な接種時期は中学 1年生）
　　　　●平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれの女子（キャッチアップ接種）
�　平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれの女子の皆さんと高校１年生相当（平成20年４月２日～21年４月１
日生まれ）の女子の皆さんが公費（無料）で定期接種を受けることができるのは令和７年３月31日までです。すべて
の接種が完了するまでに約６カ月かかります。接種を希望する人は、早めに接種を開始してください。
※�定期接種の対象者には、６月上旬に案内を郵送しています。確認してください。

▽ �費用　無料
※定期接種の期間を過ぎると、全額自己負担となり、１回につきおよそ１万7000円～２万 7000円かかります。

▽ �持っていくもの　母子健康手帳、本人確認ができる書類（マイナンバーカード、保険証など）

▽ �接種できる医療機関　
★必ず事前に予約をしてください。
　【町内の医療機関】　
　⃝須子医院　☎２２３‐０１２６
　⃝花美坂クリニック　☎２２３‐２５００
　【県内の医療機関】
　⃝�福岡県予防接種広域化実施医療機関
※�福岡県予防接種広域化実施医療機関以外で接種する場合は、事前に健康づくり係で予防接種依頼書の交付を受けて
ください。

　令和 6年 4月 1日より、５種混合ワクチンが定期接種に追加されました。これまで４種混合ワクチンとヒブ
感染症ワクチンで接種していましたが、５種混合ワクチン１本で接種することができます。

ＨＰＶワクチンは定期接種です

【これまで】
４種混合ワクチン（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ）＋ヒブ感染症ワクチン

【令和６年４月１日以降】
５種混合ワクチン（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ・ヒブ感染症ワクチン）

こどもの定期接種に５種混合ワクチンが追加されました

　ＨＰＶワクチン接種をしたら、全ての子宮頸がんを防げる、というわけではありません。
　20歳になったら、２年に１回は必ず子宮頸がん検診を受けましょう。

子宮頸がん検診

※�既に、４種混合ワクチンとヒブ感染症ワクチンで接種を開始している人は、原則として同一のワクチンを接種
します。
　接種するワクチンは、予防接種を受ける医療機関に問い合わせてください。

▽ �対象　生後２カ月～90カ月未満のこども

福岡県予防接種広域化
実施医療機関一覧
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ワクチン接種で　　予防できる病気があります

　子宮頸がんは、
子宮の入り口（頸
部）にできるが
んです。20 歳代
から増え始め、
30 ～ 40 歳代で
急激に増加しま
す。日本では、毎年、およそ 2900 人の女
性が子宮頸がんで亡くなっています。また、
がんの治療で妊娠できなくなってしまう人
も、年間におよそ 1000 人います。
　子宮頸がん発症の主な原因はヒトパピロ
ーマウイルス（以下、ＨＰＶ）に感染する
ことです。性的接触があれば誰でも感染す
る可能性があります。子宮頸がんの発症を
予防するために、ＨＰＶワクチン接種を考
えてみませんか。

ＨＰＶワクチンのことを
知ってほしい…

受けられる
ワクチンの
種類

⃝�２価ワクチン
　（サーバリックス）　
⃝４価ワクチン（ガーダシル）
⃝９価ワクチン（シルガード）

接種回数 ⃝２回または３回

効果 ⃝�子宮頸がんの原因である
ＨＰＶへの感染を防ぐ

主な副反応
⃝注射部位の痛み
⃝赤み
⃝腫れなど

子宮頸がんが
発症する部分

※�詳しくは、福岡県ホームページ
を確認してください。

ＨＰＶワクチン接種

20歳代でもかかる
子宮頸

けい

がん

　インターネットは、パソコンやスマートフォ
ン、タブレットなどを使って簡単に利用できま
す。また、さまざまなアプリや SNSの活用で、
コミュニケーションの輪が広がります。世界中
のウェブサイトにアクセスできたり、遠く離れ
た人とも写真や動画を共有することができたり
と、インターネットは世界中のさまざまな人や
モノとつながることができる便利なツールです。
一方で、使い方を間違えると、事件や犯罪に巻
き込まれるきっかけになるなど、人を傷つける
「凶器」にもなります。軽い気持ちで投稿したメ
ッセージや写真が、他人や自分自身の名誉、プ
ライバシーを侵害し、時には平穏な生活や身体・
生命を脅かす事態につながることもあります。
また、気づかないうちに、自分の人権が侵害さ
れたり、他人の人権を侵害したりするかもしれ
ないことを忘れてはいけません。あなたもイン
ターネット上で、誹

ひぼ う
謗中傷や、プライバシーを

侵害するような書き込みを見たことがあるので
はないでしょうか。その
ようなインターネット上
の人権侵害は、近年、増
加傾向にあり、実はとて
も身近で、深刻な社会問
題となっています。
　インターネット上の人権侵害は、一部の人だ
けに起こることではありません。使い方次第で、
誰もが「被害者」にも「加害者」にもなる可能
性があるのです。そのため、インターネット上
で発信をしたり、他人の投稿をシェアしたりす
る前に、それが誰かを傷つけたり、自分の身を
危険にさらしたりする可能性がないか、他人が
発信した情報を再投稿・拡散する前に、その情
報が正しいかどうか、他人
の不利益にならないかどう
かを十分に考えましょう。
　万が一、インターネット
上の書き込みなどで人権侵
害を受けた場合は、一人で
悩まず、インターネット人権相談受付窓口へ相
談しましょう。

差別をなくすために  第 470 号

考えようインターネットと人権

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
（☎２２３‐３５４６）

法務省インターネット
人権相談受付窓口

啓発冊子「あなたは、大丈夫？
考えよう！インターネットと人権」
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問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館
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盆の救急医療はこちらへ
●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

当
番
医
院　

８
月
13
日
火
・

蓮れ
ん
げ
じ

花
寺
ニ
コ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
中
間
市
中
央
☎
９
８
０
‐
４
３

６
４
）、
14
日

水
・
ひ
さ
ま

つ
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
遠

賀
町
松
の
本

☎
２
９
３
‐

１
１
５
１
）、

15
日
木
・
え
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
中
間
市
大
字
垣
生
☎
７
０
１
‐

５
５
２
０
）

※�

受
診
前
に
当
番
医
院
に
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
制
度

　
夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
の
と
き
に
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　
月
～
土
・
午
後
６
時

～
午
後
10
時
、
日
祝
日
・
午
後
５

時
～
午
後
10
時

▽�

電
話
番
号　
遠
賀
中
間
休
日
急
病

セ
ン
タ
ー
（
２
８
２
‐
９
９
１
９
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら 

　
＃
７
１
１
９

　

医
師
や
看
護

師
、
相
談
員
な

ど
が
24
時
間
３

６
５
日
体
制
で

ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。
ま
た
、

最
寄
り
の
医
療

機
関
の
案
内
も

行
い
ま
す
。
福

岡
県
救
急
医
療
電
話
相
談
・
医
療
機

関
案
内
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
24
時
間
年
中
無
休

▽
電
話
番
号　
（
＃
７
１
１
９
）

　

�
ま
た
は
（〈
０
９
２
〉
４
７
１
‐
０

０
９
９
）

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

こ
ど
も
の
急
な
病
気
や
け
が
で

心
配
な
と
き
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

平
日
＝

午
後
７
時
～
翌

日
午
前
７
時
、
土
＝
正
午
～
翌
日

午
前
７
時
、
日
＝
午
前
７
時
～
翌

日
午
前
７
時

▽�

電
話
番
号　
（
＃
８
０
０
０
）
ま

た
は
（〈
０
９
２
〉
７
３
１
‐
４

１
１
９
）

●
Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

該
当
す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択

し
て
い
く
と
、
緊
急
度
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
が
表
示
さ

れ
ま
す
。
事
前
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お

く
と
安
心
で
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
詳
し
い
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

不
明
な
点
が
あ
る
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）

病
院
受
診
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

健
康
保
険
証
、
医
療
証
（
高

齢
受
給
者
・
ひ
と
り
親
・
こ
ど

も
・
障
が
い
者
）、
ま
た
は
診
療

依
頼
書
（
生
活
保
護
世
帯
）、
普

段
飲
ん
で
い
る
薬
（
お
く
す
り

手
帳
）。
乳
幼
児
の
場
合
は
追
加

で
、
母
子
健
康
手
帳
、
紙
お
む

つ
、
哺
乳
瓶
、
タ
オ
ル
な
ど

町ホームページ
Q助アプリ
ダウンロード



盆
の
ご
み
と
し
尿
の
収
集

◦�

ご
み　

８
月
14
日
水
、
15
日
木
は
、

ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

◦�

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
自
己
搬
入

　

�

８
月
11
日
日
、
12
日
月
は
、
受
け
入

れ
を
休
み
ま
す
。

◦�

し
尿　

８
月
14
日
水
、
15
日
木
は
、

し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す
。
盆
前
に

臨
時
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、

８
月
1
日
木
ま
で
に
、
直
接
、
収
集

業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
し
尿
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

�（
有
）環
整　
（
☎
２
２
３‐０
４
０
２
）

△

�

問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
９
）

バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ

８
月
13
日
火
～
15
日
木

◦�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
＝
土
日
祝
ダ
イ
ヤ

で
運
行

◦�

芦
屋
町
巡
回
バ
ス

　
�

＝
全
て
運
休

◦�
北
九
州
市
営
バ
ス

　

�
＝
日
曜
・
祝
日
ダ
イ

ヤ
で
運
行

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
・

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振
興
・
交

通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）、
北

九
州
市
営
バ
ス
＝
北
九
州
市
交
通
局

向
田
営
業
所
（
☎
６
９
１‐０
１
３
１
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
運
動
不
足
の
解
消
や
筋
力
ア
ッ
プ
に
、

家
で
で
き
る
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
簡

単
な
運
動
）
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

８
月
27
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公

民
館
4
階

▽�

対
象　
町
内
に
住

ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の
、

動
き
や
す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　

８
月

20
日
火
ま
で
に
、

二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
。
ま
た
は

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３

５
３
３
）
へ

健
康
・
子
育
て

盆
期
間
の
お
知
ら
せ♥手作りおもちゃ（10組限定）

　 ▽ �とき　８月 6日火・午前 10時～ 11時
　※７月 24日水から予約開始

♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　８月 5日月・午前 11時～ 11時
30分

♥絵本タイム

　 ▽ �とき　８月 16日金・午前 11 時～ 11
時 30分

♥プールあそび
�　�　詳しい日程や時間はホームページやた
んぽぽ内に掲示します。
♥育児相談
　【ほほえみ相談】
　　小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　８月 7日水・午前 10時～正午
　※町内に住んでいる人のみ予約できます。

　 ▽ �ところ　中央公民館
　【離乳食の日】（５組限定）
　　栄養士による栄養指導と進め方相談

� 　 � ▽ �とき　８月 13日火・午前 10 時 30 分
～ 11時 30分

　※７月30日火から予約開始
　※�実際には食べませんが、家庭で作った
離乳食や市販のベビーフードの形状や
種類などのアドバイスをします。

　【たんぽぽ相談】
　　保健師・栄養士による相談
　�　８月の相談日はありませんが、気になる
ことがあればいつでも電話してください。
　※次回のたんぽぽ相談＝９月 10日火

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　８月 21日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�絵本やおもちゃを用意して待っています。

たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前のこどもと保護者です。
⃝問い合わせ　芦屋町子育て支援センター 
　「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

８月の日曜開館日　
4日・18日

広報あしや　2024.8⑬ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

申し込みフォーム



ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎

え
る
た
め
の
教
室
で

す
。
子
育
て
の
こ
と

を
楽
し
く
勉
強
し
ま

せ
ん
か
。

▽�

と
き　
８
月
25
日
日
・
午
前
９
時
15

分
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後

０
時
30
分
ご
ろ

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

８
月
22
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ�

お
や
こ
の
食
育
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
食
べ
物
は
こ
ど
も
の
体
と
心
を
育
み

ま
す
。
親
子
で
楽
し
く
料
理
を
し
な
が

子
育
て
・
福
祉

   65 歳以上の人の令和 6年度の介護保険料額決定通知書を７月下旬に郵送します。
　介護保険料は、町税や世帯の状況などによって該当する所得段階を 25区分に分けて決
定されます。
　介護保険制度は皆さんが納付する保険料で成り立つ制度です。保険料納付へのご理解
とご協力をお願いします。

▷納付方法
●�年金からの天引きで納めている人
　�　今回決定した年間保険料額から４・６・８月に天引き（仮徴収）された保険料を差
し引いた残りが、10月、12月、令和 7年２月に年金から天引き（本徴収）されます。
※�年間 18 万円以上の老齢（退職）、障害、遺族年金を受給している人は、年金天引きに
なります。

● �65 歳になった人や福岡県介護保険広域連合に加入していない市町村から転入した人
　�　65 歳の誕生日または転入日から起算して、半年から１年後までに年金天引きが開始
されます。それまでの間は、納付書や口座振替で納付してください。

●�納付書や口座振替で納めている人
　�　８月から令和 7年３月まで引き続き納付書（期限内であれ
ば全国のコンビニで納付可）や口座振替などで納付してくだ
さい。
※�納め忘れのない便利な口座振替などで納付してください。
※�災害や失業などやむを得ない理由で保険料を納めることが難
しくなったときは、申請により保険料の減免や納付猶予が受
けられることがあります。
※�保険料を滞納すると、介護保険サービスを利用したときの自己負担割合が増える場合
があります。

▷�問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）または福岡県介護保険広域連合総
務課収納管理係（☎〈０９２〉９８１‐９０７１）

介護保険料が決定しました

広報あしや　2024.8 ⑭



ら
食
育
し
ま
し
ょ

う
。
食
生
活
改
善

推
進
会
が
行
う
教

室
で
す
。
夏
の
思

い
出
に
い
か
が
で

す
か
。

▽�

と
き　

８
月
24

日
土
・
午
前
９

時
30
分
（
受
付

は
９
時
15
分
か

ら
）
～
午
後
０
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
4
階

▽�

内
容　
親
子
で
調
理
実
習

▽�

対
象　
年
長
児
か
ら
小
学
生
の
こ
ど

も
と
そ
の
保
護
者

▽�

募
集
人
数　
25
人

▽�

参
加
費　
1
人
３
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）、
手
拭
き
用

タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、
筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

8
月
16
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り

　
大
人
の
食
事
を
作
り
な
が
ら
、
こ
ど

も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
取
り
分
け
離
乳

食
・
幼
児
食
作
り
を
学
び
ま
す
。
託
児

が
あ
り
ま
す
の
で
、
マ
マ
・
パ
パ
た
ち

と
ゆ
っ
く
り
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
調
理
後
は
こ
ど
も
も
一
緒
に
楽
し

い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。

※
１
歳
６
カ
月
未
満
の
離
乳
食
は
保
護

者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　
9
月
6
日
金
・
午
前
9
時
15

分
～
午
後
1
時
（
9
時
か
ら
受
け
付

け
）

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
こ
ど
も
と
保
護
者　

▽
募
集
人
数　
8
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
こ
ど
も
１
５
０
円 

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�
申
し
込
み　
8
月

30
日
金
ま
で
に
、

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。
ま
た
は
健
康

づ
く
り
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

里
親
制
度
説
明
会

　

福
岡
県
里
親
支
援
機
関
リ
ン
ク
は
、

愛
情
深
く
こ
ど
も
の
育
ち
に
寄
り
添
え

る「
里
親
さ
ん
」を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
里
親
制
度
に
つ
い
て
話
を
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
８
月
26
日
🈷
・
午
後
2
時
～

３
時

▽�

と
こ
ろ　
宗
像
児
童
相
談
所
（
宗
像

市
東
郷
）
研
修
室

▽�

申
し
込
み　
８
月
23
日
金
・
午
後
５

時
ま
で
に
、
福
岡
県
里
親
支
援
機
関

リ
ン
ク
（
☎
〈
０
８
０
〉
１
２
７
４

‐
４
８
０
９
）
へ

憩
の
家
に
涼
み
に
来
ま
せ
ん
か

　

町
内
に
3
カ
所
あ
る
老
人
憩
の
家

は
、
町
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
人
が
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
暑
い
日
に

は
、
冷
房
の
効
い
た
憩
の
家
に
涼
み
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
寿
楽
会
館
と
山
鹿
荘
に
は

W
i

－

F
i
環
境
を
整
備
し
て
お

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
っ
て
い
な
い
人
は
、
試
し
に
使
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

は
、
動
画
視
聴
な
ど
に
も
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
と
き　
月
～
土
の
午
前
10
時
～
午
後

4
時

※
入
浴
は
午
前
11
時
～
午
後
4
時

※
8
月
13
日
火
～
15
日
木
は
休
館
で
す
。

▽
と
こ
ろ

●�
寿
楽
会
館
（
西
浜
町
7
番
13
号
☎
２

２
３
‐
１
３
４
３
）

●�

山
鹿
荘
（
山
鹿
17
番
16
号
☎
２
２
３

‐
２
５
６
１
）

●�

鶴
松
荘
（
高
浜
町
23
番
31
号
☎
２
２

３
‐
３
３
７
９
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
２
２
３
‐
２
８
６
６
）、
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の

巡
回
補
装
具
判
定
（
事
前
予
約
制
）

▽�

と
き　
９
月
18
日
水
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
）

▽�

対
象　
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
ち
、

肢
体
不
自
由
の
補

装
具
の
支
給
や
修

理
を
希
望
す
る
人

※�

身
体
障
が
い
者
本

人
が
来
て
く
だ
さ
い
。

▽�

相
談
内
容　
補
装
具
の
支
給
・
再
支

給
・
修
理
の
相
談
や
判
定

※�

た
だ
し
、
電
動
車
い
す
、
座
位
保
持

装
置
、
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装

置
は
対
象
外
で
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

身
体
障
害
者
手

帳
・
印
か
ん

※�

再
支
給
・
修
理
の
場
合
は
現
在
持
っ

て
い
る
補
装
具

▽�

申
し
込
み　
８
月
14
日
水
ま
で
に
障

が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
０
）
へ

※�

申
し
込
み
時
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
す
。
本
人
ま
た
は
詳
し
い
こ
と
が
分

か
る
人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申し込みフォーム

広報あしや　2024.8⑮ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介

護
を
し
て
い
る
人
、

地
域
の
人
や
専
門
職

の
人
が
気
軽
に
集
い
、

交
流
を
図
り
な
が
ら

く
つ
ろ
ぐ
場
所
で
す
。

音
楽
を
使
っ
た
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

体
験
や
専
門
職
の
人
か
ら
認
知
症
や
介

護
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
８
月
27
日
火
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て

い
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　
音
楽
脳
ト
レ
、
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
８
月
20
日
火
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
８
月
20
日
火
・
午
後
１
時
30
分

～
午
後
4
時
30
分
（
時
間
指
定
不
可
）

▽
と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽
定
員　
６
人
（
組
）（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

申
し
込
み
（
予
約
）

　

８
月
１
日
木
か
ら

庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）
へ

※�

予
約
は
、
１
つ
の
相

談
内
容
に
つ
き
1
枠
で
す
。

※�

相
談
時
間
は
1
人
（
組
）
30
分
で
す
。

遅
れ
る
と
き
や
予
約
の
取
り
消
し
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

８
月
1
日
木
＝
橋は
し
も
と本
求も
と
む
相
談
員

◎�

８
月
15
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町

８
番
18
号
☎
２
２
３

‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口

町
４
番
12
号
☎
２
２

２
‐
０
０
４
４
）

福
祉
・
相
談

芦屋町職員募集
職 種 採用予定人数 受　験　資　格

一般事務職 2 人程度 平成 8年４月２日以降に生まれた人

△ �

申し込み　７月26日金～８月16日金に、人事係（☎２２３‐３５７４）へ
※�詳しくは試験案内を見てください。
※�試験案内と申込用紙は総務課窓口にあります。また、町ホームページからダウンロードで
きます。

１次試験

試験日 ９月 2日月～ 25日水のうち、受験者が選択する日時

試験会場 受験者が選択するＳＰＩテストセンター会場
（福岡常設会場など全国の指定会場）

試験科目 ＳＰＩ３（総合適性検査）
※�総合適性検査＝能力検査、性格検査

広報あしや　2024.8 ⑯



妊
娠
・
子
育
て
・
思
春
期
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　
「
S
O
S
電
話
相

談
」
で
は
、
産
も
う
か

ど
う
か
迷
っ
て
い
る
、

妊
娠
中
の
生
活
な
ど

妊
娠
に
関
す
る
こ
と
、

こ
ど
も
が
ご
飯
を
食

べ
て
く
れ
な
い
、
発

育
の
様
子
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
、

体
の
変
化
や
性
感
染
症
な
ど
思
春
期
に

関
す
る
こ
と
な
ど
で
悩
み
や
不
安
の
あ

る
皆
さ
ん
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
専
門
の
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

開
設
日
時　
月
～
土
・
午
前
9
時
～

午
後
5
時
30
分
（
日
曜
日
、
8
月
13

日
火
～
15
日
木
、
年
末
年
始
は
休
み
）

▽�

相
談
方
法　
電
話
・
メ
ー
ル

▽�

連
絡
先　
（
☎
〈
０

９
２
〉
４
０
６
‐
５

１
１
８
）

　
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間 

８
月
21
日
水
～
27
日
火

　

い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
や
虐
待
な

ど
、
こ
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
電
話
を
設
置
し
ま
す
。
法
務
局
職
員

と
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
８
月
21
日
水
～
23
日
金
、
26

日
月
～
27
日
火
・
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時

　

�

８
月
24
日
土
、
25
日
日
・
午
前
10
時

～
午
後
５
時

▽�

電
話
番
号　
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
専
用
電
話
（〈
０
１
２
０
〉
０
０
７

‐
１
１
０
）（
無
料
）

※�

強
化
週
間
以
外
で
も
平
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
（
時
間

外
と
土
日
祝
日
は
留
守
番
電
話
対
応
）

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

町
民
体
育
祭
へ
の

協
賛
・
出
店
者
募
集

　

10
月
13
日
日
に
総
合
運
動
公
園
中
央

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
67
回
芦
屋
町
町
民
体

育
祭
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
協
賛
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
・
企
業
・
個
人
と
、

会
場
へ
の
露
店
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

1
協
賛

　
協
賛
品
は
、
各
種
競
技
や
抽
せ
ん
会

の
賞
品
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
体

育
祭
の
チ
ラ
シ
に
協
賛
者
の
名
前
を
掲

載
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
８
月
16
日
金
ま
で
に
、
社

会
教
育
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
６
）
へ

2
出
店

▽�

出
店
日　
10
月
13
日
日
・
午
前
８
時

30
分
～
午
後
２
時
45
分
（
予
定
）

▽�

出
店
場
所　
総
合
運
動
公
園
中
央
グ

ラ
ウ
ン
ド

※�

出
店
場
所
の
詳
細
は
、
後
日
抽
せ
ん

で
決
定
し
ま
す
。

▽�

出
店
数　
5
店
舗
程
度

▽�

出
店
品
目　
軽
食
、
飲
み
物
（
ア
ル

コ
ー
ル
可
）
な
ど

▽�

出
店
料　
１
０
０
０
円
（
１
店
舗
あ

た
り
の
貸
し
ス
ペ
ー
ス
は
約
20
㎡
）

※�

対
象
は
露
店
営
業
許
可
を
取
得
し
て

い
る
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

※�

テ
ン
ト
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
（
車
で
の
販
売
も
可
能
で
す
）。

※
発
電
機
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

８
月
9
日
金
ま
で
に
、

◎
商
工
会
会
員
＝
芦
屋
町
商
工
会（
☎

２
２
２
‐
２
１
１
１
）
へ

　

�

◎
そ
の
ほ
か
の
団
体
（
個
人
）
＝
芦

屋
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
４
６
）
へ

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

▽�
職
種  

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
指
導
補
助
員

（
障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
）

▽�

任
期  
採
用
が
決
ま
り
次
第
、
随
時

勤
務
開
始
～
令
和
7
年
３
月
31
日
🈷

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ

る
場
合
に
更
新
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
（
た
だ
し
2
回
ま
で
）

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽�

業
務
内
容　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
児
童
補
助
業
務
と
送
迎

▽�

勤
務
地　
芦
屋
す
て
っ
ぷ
く
ら
ぶ（
芦

屋
小
学
校
内
）

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

15
分
の
う
ち
５
～
７
時
間
45
分
勤
務

（
シ
フ
ト
制
）

▽�

勤
務
形
態　
月
～
土
の
う
ち
週
４
日

程
度

▽
報
酬 　
時
給
１
０
０
２
円

▽�

保
険 　
雇
用
保
険
あ
り
、
社
会
保
険

な
し
（
応
相
談
）

▽�

採
用
条
件　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
込
期
限　

採
用
が
決
ま
り
次
第
、

終
了

▽�

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）
へ
提
出

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

メール問い合わせ

募
集

・
お
知
ら
せ

広報あしや　2024.8⑰ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



住
民
参
画
推
進
会
議
委
員
を
募
集

　

住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
発
展

的
見
直
し
や
、
住
民
参
画
に
関
す
る
状

況
な
ど
を
審
議
・
検
討
す
る
住
民
参
画

推
進
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
人
数　
2
人
程
度

▽��

応
募
資
格　
８
月
１
日
現
在
で
、
次

の
要
件
を
満
た
す
人

●�

芦
屋
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
人

●
芦
屋
町
議
会
議
員
、
芦
屋
町
職
員
（
会

　
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
）
で
な
い
人

●
平
日
の
夜
間
に
行
う
会
議
（
１
回
２
時

　
間
、
年
２
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
人

▽�

任
期　
11
月
1
日
～
令
和
10
年
10
月

31
日
（
4
年
間
）

▽��

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
直
接
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
（
☎
２
２
３
‐
３
９
２
７
）
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
８
月
30
日
金
ま
で

に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）。
申

込
書
は
、
企
画
政
策

課
窓
口
で
配
布
ま
た

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

選
考
方
法　
提
出
さ
れ
た
申
込
書
に

基
づ
い
て
選
考
し
、
結
果
は
個
別
に

通
知
し
ま
す
。

募
集

・
お
知
ら
せメールアドレス

　全国的に、土砂災害警戒区域が指定されていない箇所でも、土砂災害が発生している状況を
踏まえ、令和２年度に、国は、従来の地形図では抽出困難な箇所への対応を行うため、基本指
針に高精度地形図による抽出精度の向上を図る内容を追加しました。 
　この変更を受けて、福岡県では、令和３年度から４年度にかけて、高精度地形図を航空測量
によって作成しました。この高精度地形図を用い、令和５年度に新たに区域指定のための調査
を行う箇所の抽出を行いました。 その調査箇所に関して、福岡県が令和 6 年 5 月 24 日に「土
砂災害警戒区域などの新たな指定に向けた調査箇所」を公表しました。令和 6 年度からは、抽
出した箇所の現地調査に着手し、順次、土砂災害警戒区域などを指定します。
　なお、令和 6 年度から人家など建築物がある箇所の調査に着手し、令和 15 年度までを目途に
指定を進めます。その後、人家などの建築物がない箇所の調査及び区域指定を進めます。

●調査箇所の公表場所
　�　福岡県砂防課のホームページ（土砂災害警戒区域等マップ）
　※調査箇所の公表は PC 向けサイトのみで行います。
　　なお、スマートフォンでも PC 向けサイトの閲覧は可能です。
●芦屋町の新たな調査箇所数　
　�　３１箇所（うち、人家などの建築物がある箇所は２０箇所 )
　※芦屋町では令和６年度に人家などの建築物がある箇所（２０箇所）の調査が行われる予定
　　です。
　※調査の詳しい内容が決まり次第、お知らせします。
●�区域指定までの流れ
　�

▷�問い合わせ　福岡県県土整備部砂防課土砂災害対策係（☎〈０９２〉６４３‐３６７８）

土砂災害警戒区域などの新たな指定に向けた調査

福岡県砂防課

広報あしや　2024.8 ⑱



▽����
提
出
先

　
〒
８
０
７
‐
０
１
９
８
（
住
所
不
要
）

　
芦
屋
町
役
場
企
画
政
策
課
企
画
係

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
０
）

第
６
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基

本
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

　

令
和
６
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
て

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
幅
広
く
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
審
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

�

※�

総
合
振
興
計
画
と
は
、
長
期
的
な
展

望
の
も
と
町
の
将
来
像
を
明
確
に
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え

方
や
方
針
を
総
合
的
、
体
系
的
に
ま

と
め
た
町
の
最
上
位
計
画
で
す
。

▽�

募
集
人
数　
2
人
程
度

▽��

応
募
資
格　
８
月
１
日
現
在
で
、
次

の
要
件
を
満
た
す
人

●
芦
屋
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　
る
18
歳
以
上
の
人

●
芦
屋
町
議
会
議
員
、
芦
屋
町
職
員
（
会

　
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
）
で
な
い
人

●
平
日
の
夜
間
に
行
う
会
議
（
１
回
1

　
～
２
時
間
程
度
）
に
出
席
で
き
る
人

※�

令
和
6
年
度
は
１
回
、
７
年
度
は
５

回
開
催
予
定

▽�

任
期　
10
月
1
日
～
令
和
8
年
3
月

31
日
（
予
定
）

▽�

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
直
接
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
（
☎
２
２
３
‐
３
９
２
７
）
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
８
月
30
日
金
ま
で
に

提
出
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）。
申
込

書
は
、
企
画
政
策
課
で
配
布
ま
た
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽�

選
考
方
法　
提
出
さ

れ
た
申
込
書
に
基
づ

い
て
選
考
し
、
結
果

は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

▽��

提
出
先

　
〒
８
０
７
‐
０
１
９
８
（
住
所
不
要
）

　
芦
屋
町
役
場
企
画
政
策
課
企
画
係

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
０
）

全
国
家
計
構
造
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
・
福
岡
県
・
芦
屋
町
で

は
、「
全
国
家
計
構
造
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
家
計
構
造
を
全
国
的
・

地
域
的
に
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
５
年
に
一
度
、全
国
９
万
世

帯
を
対
象
に
実
施
す
る
も
の
で
、芦
屋
町

の
一
部
地
域
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、県
知

事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
書
類
な

ど
を
持
っ
て
訪
問
し
ま
す
の
で
、調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

調
査
期
間　
10
月
か
ら
11
月

▽�

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布　
8
月
か
ら
9
月

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
調
査
対
象
地
域
に

の
み
配
布
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
企
画
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
７
０
）

芦
屋
釜
の
里
茶
道
ミ
ニ
講
座

　
抹
茶
の
選
び
方
や
保
存
方
法
、
産
地
、

味
の
違
い
な
ど
を
学
ぶ
講
座
を
行
い
ま

す
（
呈
茶
付
き
）。

▽�

と
き　
９
月
１
日
日
・
午
前
10
時
～
11

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

対
象　
中
学
生
以
上

▽�

定
員　
８
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
）

▽�

参
加
費　
５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

▽�

申
し
込
み　
８
月
18
日
日
～
８
月
25
日

日
・
午
前
9
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋

釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

防災無線の訓練放送
　
　Ｊアラートを活用した全国一斉の情報
伝達訓練が行われます。訓練当日は、防
災行政無線による訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意し
てください。

▽ �とき　８月28日水・午前11時ごろ

▽放送内容

　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「これは、Ｊアラートのテ
ストです。」×３回　
　「こちらは、芦屋町です。」
 ♪ 下りチャイム音 ♪

▽ �問い合わせ　

　庶務係（☎２２３‐３５７２）

メールアドレス

広
告

広報あしや　2024.8⑲ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



家
庭
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

家
庭
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
デ

ザ
イ
ン
が
新
し
く
な
り
、今
ま
で
問
い
合

わ
せ
の
多
か
っ
た
品
目
を
中
心
に
、早
見

表
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
あ
し
や
と
同
時
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、よ
く
読
ん
で
ご
み
の
分
別
収
集

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
８
）

特
定
外
来
生
物「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
」

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ

グ
モ
は
、
基
本

的
に
攻
撃
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
素
手
で
触

っ
た
り
、
巣
に

触
れ
た
り
す
る

と
か
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
駆
除
す
る
に
は
、市
販
の
殺
虫
ス
プ
レ

ー
を
か
け
る
か
、
ふ
み
つ
ぶ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
3
８
）

折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

日
本
の
伝
統
文
化
の
ひ
と
つ
で
あ
る

折
り
紙
が
持
つ
「
折
る
、
飾
る
、
見
る
、

贈
る
、
祝
う
、
教
え
る
」
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
喜
び
を
講
話
と
実
習
で
体
感
し
な

が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
８
月
24
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル　

▽�

対
象　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�
講
師　
中
間
市
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
す
み
れ
の
会
」

▽�
定
員　

30
人
（
事
前
申
し
込
み
先

着
順
）

▽�

申
し
込
み　

７
月

26
日
金
～
８
月
９

日
金
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
セ
ン
タ

ー
窓
口
、
電
話
（
☎
２
２
１
‐
１
０

１
１
）、
メ
ー
ル
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら

※�

メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、
参
加

者
の
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
、
電
話
番
号
、

住
所
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

窓
口
、
電
話
の
受

け
付
け
時
間
は
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
日
曜
・

祝
日
は
休
館
）
で
す
。

お
知
ら
せ

メールアドレス申し込みフォーム

広報あしや　2024.8 ⑳

飼い犬に関するマナー違反の苦情が増えてい
ます。愛犬のフンは必ず拾い、持ち帰って
処理することが飼い主の責任とマナーで

す。犬は人に身近な動物として、愛されていますが、
飼い方次第で周囲の迷惑となってしまう場合があり
ます。そうならないために、飼い主は次のことを守
ってください。

●放し飼いはやめましょう
　自宅などの敷地内でリードでつ
なぎ、逃げださないように柵内な
どで飼いましょう。放し飼いは条
例で禁止されています。散歩のと
きは必ずリードなどをつけましょ
う。他に危害を加えない環境にす
ることも飼い主のマナーです。

●��散歩中の愛犬のフンは必ず後始末をしましょう
　散歩中の愛犬のフンは必ず飼い主がその場で拾い
自宅に持ち帰りましょう。歩道、公園、花壇などの
公共の場や田畑にフンを放置しないでください。

●犬の登録をしましょう
　犬は、狂犬病予防法に基づき、住んで
いる自治体に登録することが義務付けら
れています。
　また、毎年、狂犬病予防注射を行い、
自治体から交付される注射済票を装着し
ていなければなりません。
※�飼い犬が死んだ場合などは、役場で手
続きをしてください。

▽ �問い合わせ　環境・公園係
　（☎２２３‐３５３８）

犬の飼い主さんへ犬の飼い主さんへ犬の飼い主さんへ



みんなのねんきん 

　保険料の免除・納付猶予や学生納付特例を受け
た期間がある場合は、保険料を全額納付した場合
と比べて、将来受け取る年金額が低額になります。
　そこで、年金額を増やすために、免除などを受
けた月の前 10年以内までさかのぼって古い月分
から納付（追納）することができます。
　ただし、免除などを受けた期間の翌年度から起
算して、3年度目以降に保険料を追納する場合は、
当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗
せされますので、早目の追納をおすすめします。

▽ �問い合わせ　八幡年金事務所国民年金課
　　　　　　　（☎６３１‐７９６２）
　　　　　　　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

�国民年金保険料の免除や
納付猶予期間がある人は
追納をおすすめします

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの申請
や受け取りができない人のために、次の日程で休
日窓口を開設します。
※�急きょ中止になる場合は、ホー
ムページに掲載します。

▽ �とき　８月 25 日日・午前８時
30分～正午

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申
請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確
認書類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）
　�※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証
などの顔写真付きは１点、健康保険証などの
顔写真がないものは２点必要です。

　※手続きは本人のみできます。
　※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付け
などは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイ ナ ン バ ー 休 日・
窓 口 ホ ー ム ペ ー ジ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行
訓練を行います。

【ジェット機】

▽ �とき　８月 26日🈷・27日火の日没～午後９時
ごろ（予備日＝ 28日水・29日木）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水・木・金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

飲酒運転は、絶対にしない！
させない！許さない！
そして、見逃さない！　

　８月 25 日日～ 31 日土は、「福岡県飲酒運転
撲滅運動の推進に関する条例」に基づく飲酒運
転撲滅週間です。
　飲酒運転は重大な犯罪であり、非常に重い罰
則や社会的制裁が課されます。
　また、飲酒運転事故は、被害者、加害者だけ
でなく、双方の家族の生活まで大きく変えてし
まいます。
　自分自身はもちろ
ん、身近な人と呼びか
けあって、みんなの力
で飲酒運転をなくしま
しょう。
▷問い合わせ　
　�地域振興・交通係（☎
２２３‐３５３９）

広報あしや　2024.8㉑ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
の

理
由
で
、
保
護

者
が
義
務
教
育

諸
学
校
に
就
学

さ
せ
る
義
務
を

猶
予
ま
た
は
免

除
さ
れ
た
子

（
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
）
に
、
中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
認
定
す
る
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
。
合
格
者
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
17
日
木

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
庁（
福
岡
市
博
多
区
）

▽�

受
験
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人
ま

た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ

た
人
で
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②�

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
て
お
ら
ず
、
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に

な
る
人
で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま

で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見

込
ま
れ
る
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
事

由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め

た
人

③�

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳

以
上
に
な
る
人
（
①
ま
た
は
④
に
該

当
す
る
人
は
除
く
）

④�

日
本
国
籍
が
な
い
人
で
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

▽�

受
験
案
内
配
布
期
限　
８
月
30
日
金

▽�

受
験
案
内
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
義
務
教

育
課
学
事
企
画
係
（
福
岡
市
博
多
区

福
岡
県
庁
北
棟
４
階
）（
☎
〈
０
９
２
〉

６
４
３
‐
３
９
０
８
）

第
14
回
芦
屋
町
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

▽�
と
き　

９
月
23

日
🈷
・
午
前
８

時
7
分
か
ら
３

コ
ー
ス
同
時
ス

タ
ー
ト

▽�

と
こ
ろ　
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
遠
賀
（
遠
賀
町
虫
生
津
）

▽�

参
加
資
格　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
務
し
て
い
る
人

▽�

定
員　
１
４
０
人
、
35
組
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　
２
０
０
０
円

▽
プ
レ
ー
費　
１
万
３
０
０
０
円
（
昼

食
・
手
土
産
付
き
）

▽�

申
し
込
み　
８
月
30
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
体
育
協
会
（
☎
・
フ
ァ
ク
ス
２

２
２
‐
０
１
８
８
）
へ

芦
屋
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽�

と
き　
９
月
8
日
日
・
午
前
10
時
か

ら
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

※
荒
天
の
場
合
は
、
9
月
15
日
日
に
延

期
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
総
合
運
動
公
園
中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド

▽�

対
象　
町
内
に

住
ん
で
い
る

中
学
生
以
上
の

人
、
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人

▽�

申
し
込
み　
各
自
治
区
で
取
り
ま
と

め
の
う
え
、
８
月
23
日
金
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０

１
８
８
）
へ

▽
組
み
合
わ
せ
抽
選
会　
８
月
23
日
金

午
後
７
時
か
ら
、
芦
屋
町
体
育
協
会

で
行
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
講
座  

「
芦
屋
で
鋳

物
を
楽
し
も
う
！
第
３
弾
」

　
室
町
時
代
、芦
屋
釜
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
名
品
を
生
み
出
し
た
鋳い

も

じ
物
師
た

ち
が
芦
屋
に
は
い
ま
し
た
。２
回
の
鋳
物

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
て
、鋳
物
の

ま
ち
芦
屋
の
風
土
と
先
人
の
息
吹
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。①
午
前
の
部
は
錫す
ず
製

古
印
、②
午
後
の
部
は
錫
製
豆
皿
を
作
る

予
定
で
す
。

▽�

と
き　

８
月
18

日
日
・
①
午
前
10

時
～
正
午　

②

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

��

※�

い
ず
れ
か
も
し

く
は
両
方
の
講

座
を
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階　

▽�

講
師　

樋
口 

陽
介
さ
ん
（
芦
屋
鋳

物
師
）

▽�

対
象　
中
学
生
以
上

▽�

定
員　
①
②
と
も
各
15
人
（
事
前
申

し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
①
②
と
も
各
１
５
０
０
円

▽�

申
し
込
み　
８
月
１
日
木
か
ら
中
央

公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
（
☎
２
２

２
‐
１
６
８
１
）

※�

受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後　

５
時

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

山
鹿
公
民
館
講
座

「
手
ひ
ね
り
薔
薇
の
リ
ー
ス
づ
く
り
」

　

手
染
め
の
寒か
ん
れ
い
し
ゃ

冷
紗
で
作
る
花
を
飾
り

ま
す
。直
径
25
㎝
の
リ
ー
ス
に
軽
や
か
な

リ
ボ
ン
を
巻
い
て
蝶
結
び
に
し
て
、そ
の

中
に
シ
ッ
ク
な
色
合
い
の
薔
薇
が
入
り

ま
す
。花
の
美
し
さ
を
楽
し
め
る
リ
ー
ス

飾
り
で
す
。

▽�

と
き　
10
月
16
日
水
・
午
前
９
時
30
分

お
知
ら
せ

昨年度の作品
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〜
正
午

▽�
と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館　

▽�
講
師　
山
田 

加か

づ

こ
津
子
さ
ん

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽�

定
員　

15
人
（
事
前
申
し
込
み
先

着
順
）

▽�

参
加
費　
２
０
０
０
円

▽�

申
し
込
み　
９
月
１
日
日
～
10
月
１

日
火
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

山
鹿
公
民
館
（
☎
２
２
３
‐
１
８

９
２
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
情
報

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
親
子
で
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

  　

牛
乳
パ
ッ
ク
と
折
り
染
め
の
紙
を
切

り
貼
り
し
て
L
E
D
ラ
ン
タ
ン
を
作
る

講
座
で
す
。夏
休

み
の
工
作
や
キ

ャ
ン
プ
の
お
供

に
い
か
が
で
す

か
。

▽�

と
き　

８
月

10
日
土
・
午
後

１
時
〜
３
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階　

▽�

対
象　
５
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
こ

ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
こ
ど
も
の
み

の
参
加
不
可
、
親
・
祖
父
母
・
親
戚

な
ど
大
人
と
同
伴
）

▽�

定
員　

16
人
（
事
前
申
し
込
み
先

着
順
）

▽�

参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
７
月
30
日
火
～
８
月
８

日
木
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

中
央
公
民
館
（
☎
２
２
2
‐
１
６

８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

●�

特
別
展「
あ
し
や
ん
ナ
ー
レ
～
み
ん
な

の
美
術
展
～
」
作
品
募
集

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
で
は
、11
月
30
日

土
か
ら
開
催
予

定
の
「
あ
し
や

ん
ナ
ー
レ
～
み

ん
な
の
美
術
展

～
」
で
作
品
展

示
を
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。
絵
画
・
書
・

写
真
・
立
体
・
工
芸
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
待
っ
て
い
ま

す
。

▽�

募
集
期
間　
8
月
13
日
火
～
10
月
22

日
火
・
午
前
9
時
～
午
後
５
時

▽�

申
し
込
み　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や（
中

央
公
民
館
３
階
☎
２
２
１
‐
１
６
８

１
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

消費者ホットニュース

＜事例 1＞
　海外のジャーナリストとＳＮＳ上で知り合っ
た。あなたに会いたい、荷物を受け取ってほし
いと頼まれた。パスポートも見せられたため信
用し、了承した。ところが、配送途中に税関で
トラブルが発生し、その手数料として６0万円
必要と言われた。結婚の約束もしており立て替
えたが、その後連絡が途絶えた。（40歳代　女
性）
＜事例 2＞
�　マッチングアプリで知り合った女性から、２
人の将来のため投資をしてほしいと説得され、
暗号資産取引に応じた。最初は 50 万円を投資
し、利益も出て出金もできた。さらに高額の

投資を勧められ、５００万円を投資した。出金
しようとしたところ、保証金を求められ、さら
に口座が凍結されたので解除金が必要とも言わ
れ、他に所得税、手数料などの名目で次々と請
求された。気が付けば出金できないまま３００
万円支払い、総額で８００万円支払っていた。
（50歳代　男性）
＜アドバイス＞
●�面識のない人の荷物やお金を送りたいと言わ
れても受け取る約束をしないでください。
●�手数料などを要求されても絶対に支払いをし
ないでください。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口　　　
（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

　　　　その出会い、仕組まれていませんか？
国際ロマンス詐欺、ロマンス投資詐欺に注意しましょう！

広報あしや　2024.8㉓



私たちの手で支えあいの地域をつくる
▽このページに掲載しているボランティア活動や各種事業に関する相談・問い合わせ

　芦屋町社会福祉協議会（☎２２２‐２８６６）

　「社協」の略称でも知られている社会福祉協議会は、社会福祉法という法律で規定されている
非営利の民間組織で、地域福祉の旗振り役となり、地域福祉を推進する活動を行っています。

社会福祉協議会って何をしている団体？

　地域福祉とは、それぞれの地域において町民の皆さんが安心して暮らせるよう、地域住民や社
会福祉関係者、企業などの関係団体が、互いに協力して地域における福祉課題の解決に取り組む
考え方です。地域福祉は、「ふだんのくらしのしあわせ」（ふ・く・し）に取り組むことであり、
芦屋町で、普段から皆さんが幸せに暮らすことを支えることが、社協の目的です。

地域福祉とは

　芦屋町社会福祉協議会では地域における福祉課題の解決に向けて、地域の皆さんと協力しなが
ら業務に取り組んでいます。気になることがあればお問い合わせください。

　「普段の暮らしの幸せ」のためには何が必要なのでしょうか。
　福祉の制度やサービスは、税金や保険料を使って行われています。しかし、私
たちの生活の中には、既存の福祉制度やサービスだけでは足りないことや不便な
ことがあり、「ちょっとした困りごと」が出てくることがあります。一人暮らし
の人も増え、地域の皆さんが協力して助け合って「ちょっとした困りごと」の解
決に取り組む必要があります。
　地域の方々が主役になって、その仕組みを作っていく、社協はそれを支える仕事をしています。

普段の暮らしを幸せにするには

●�具体的な取り組み
　�・�日常生活自立支援事業…福祉サービスの利用援助や金銭管理が必要な人のための支援
　・�生活福祉資金の貸付事業…生活が困窮している人への貸し付けに関する相談
　・�食糧支援…生活困窮者へ食料品の提供
　・�愛の福祉ネットワーク事業…交流会・話し合いを通じての地域における見守り活動
●�各種ボランティア団体の事務局
　�・�芦屋町手をつなぐリボンの会
　�・�あしや助けあい・支えあいの会（あしたの会）　など
●介護サービス事業
　�・�ケアプランの作成
　�・�在宅で介護が必要な人へ訪問介護サービスの提供
●芦屋町からの受託事業
　�・�老人憩の家の管理運営
　・�高齢者能力活用事業…高齢になっても働きたい人へ就業の機会を提供
　・�高齢者等配食サービス事業…調理や買い物が難しいという高齢者へ配食サービスを提供

どのようなことを行っているか

ー芦屋町社会福祉協議会の取り組みー

㉔広報あしや　2024.8
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芦
屋
歴
史
の
里
移
転
開
館
20
周
年

記
念
特
別
展

「
妖
怪
！
百
鬼
夜
行
～
海
に
ひ
そ

む 

も
の
の
け
た
ち
～
」
よ
り
②

　
今
回
は
、
近
隣
の
海
や
芦
屋
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
妖
怪
の
伝
承
を
紹
介
し
ま
す
。

【
平
家
の
亡
霊
】

　

全
国
各
地
の
海
に
伝
わ
る
フ
ナ
ユ
ウ

レ
イ
（
船
幽
霊
）
の
話
は
、
海
で
命
を
落

と
し
た
人
た
ち
へ
の
思
い
が
集
約
さ
れ

た
も
の
と
い
え
ま
す
。ま
た
、フ
ナ
ユ
ウ
レ

イ
を
ア
ヤ
カ
シ
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
謡よ
う
き
ょ
く曲「
船ふ
な
べ
ん
け
い

弁
慶
」
で
は
平
家
の
亡
霊

が
ア
ヤ
カ
シ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
源
み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね

義
経

一
行
の
乗
る
船
に
憑と

り
つ
き
、
逃
避
行
を

妨
げ
て
い
ま
す
。

　

都
を
追
わ
れ
大
宰
府
落
ち
し
た
平
家

方
。
彼
ら
に
忠
義
を
尽
く
し
た
郷
土
の
英

雄
山や
ま
が鹿
秀ひ
で
と
お遠
。
古
代
日
本
最
大
の
海
戦

地
、
壇
ノ
浦
に
集
結
し
た
平
家
方
は
３

０
０
艘そ
う

と
も
５
０
０
艘
と
も
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
船
団
の
ほ
と
ん
ど

は
、
秀
遠
指
揮
の
も
と
集
っ
た
芦
屋
・
山

鹿
の
海
民
た
ち
で
あ
り
、
故
郷
の
土
を
踏

む
こ
と
の
無
か
っ
た
弓
取
・
梶か
ん
ど
り取
た
ち
で

し
た
。

　

こ
の
源
平
合
戦
は
、
各
地
に
妖
怪
・

怨お
ん
り
ょ
う
霊
・
も
の
の
け
・
ア
ヤ
カ
シ
を
発
生
さ

せ
ま
す
。
地
元
芦
屋
に
は
、
洞
山
に
騎
馬

武
者
の
霊
が
出
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
壇
ノ
浦
に
は
、
平
家
武
者
の

怨お
ん
ね
ん念
が
甲
羅
に
残
さ
れ
た
平へ
い
け
が
に

家
蟹
が
う

ご
め
き
、
安あ
ん
と
く
て
い

徳
帝
や
二に
い
の
あ
ま

位
尼
と
と
も
に
身

投
げ
し
た
女
官
は
河
童
に
変
わ
り
、
盲
目

の
琵
琶
法
師
芳ほ
う
い
ち一
が
怨
霊
に
耳
を
奪
わ

れ
ま
し
た
。　

【
海
御
前
（
ウ
ミ
ゴ
ゼ
ン
、
ア
マ
ゴ
ゼ
）】

　
平
た
い
ら
の
の
り
つ
ね

教
経
の
奥
方
は
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
時

に
入
水
し
て
河
童
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、

福
岡
県
の
河
童
の
元
締
め
と
さ
れ
ま
す
。

海
御
前
は
、
普
段
は
河
童
を
支
配
し
て
い

ま
す
が
、
毎
年
５
月
の
節
句
か
ら
ソ
バ
の

花
が
咲
く
秋
頃
ま
で
の
間
は
、
河
童
を
自

由
に
し
、
白
い
も
の
や
笹
に
関
係
が
あ
る

も
の
を
水
中
へ
引
き
込
ま
せ
る
と
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
源
氏
の
旗
が
白
で
、
家

紋
が
笹
リ
ン
ド
ウ
で
あ
る
た
め
と
い
い

ま
す
。
海
御
前
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
碑
が

北
九
州
市
門
司
区
大お
お
つ
み積
に
残
さ
れ
て
お

り
、
地
元
で
は
水す
い
て
ん
ぐ
う

天
宮
と
呼
ば
れ
、
今
も

信
仰
を
あ
つ
め
て
い
ま
す
。

【
マ
ヨ
イ
ブ
ネ
（
フ
ナ
ユ
ウ
レ
イ
と
も
）】

　
芦
屋
と
岡
垣
の
間
の
海
域
で
は
、
沈
没

し
た
船
の
積
み
荷
（
肥
前
陶
磁
器
）
が
多

く
発
見
さ
れ
、
芦
屋
沖
海
底
遺
跡
と
し

て
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
海
域
は
、
船
が
多
く
難
破

す
る
難
所
で
し
た
。
自
然
と
怪
し
げ
な
話

も
あ
る
そ
う
で
、マ
ヨ
イ
ブ
ネ
（
迷
い
船
）

の
伝
承
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
盆
や
年

越
し
の
夜
、
時し

け化
の
時
な
ど
に
船
を
出
す

と
、
海
上
で
マ
ヨ
イ
ブ
ネ
に
行
き
合
う
と

い
い
ま
す
。
夜
中
な
の
に
灯
を
つ
け
て
い

な
か
っ
た
り
、
誰
も
乗
っ
て
い
な
か
っ
た

り
、
風
に
逆
ら
っ
て
進
ん

で
い
た
り
す
る
の
で
、一
目

で
わ
か
り
ま
す
。
マ
ヨ
イ

ブ
ネ
は
、
正
面
か
ら
近
づ

い
て
き
て
、
ぶ
つ
か
る
と

思
っ
た
瞬
間
、
忽こ
つ
ぜ
ん然
と
消

え
る
そ
う
で
す
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
三
十
九

編

集
後
記

▼
１
月
号
表
紙
写
真
の
モ
デ
ル
を
今
年

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
二
十
歳

を
迎
え
る
人
で
、
夏
や
秋
に
着
物
や
ス

ー
ツ
で
記
念
写
真
の
前
撮
り
を
す
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
男
女
自
薦
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
の
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
野
中
）

▼
今
号
の
ま
ち
の
わ
だ
い
に
も
掲
載
し

て
い
る
ラ
ブ
ア
ー
ス
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

の
取
材
に
行
っ
た
時
、
2
人
組
の
中
学

生
に
、
ど
う
し
て
参
加
し
た
の
で
す
か

と
尋
ね
る
と
「
芦
屋
が
好
き
だ
か
ら
」

と
照
れ
く
さ
そ
う
に
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
自
治
区
で
参
加
さ
れ
て
い
た
人
た

ち
も
団
結
し
て
海
岸
の
ご
み
を
拾
っ
て

い
て
、
芦
屋
町
を
き
れ
い
に
し
た
い
思

い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら

に
芦
屋
町
に
愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
広
報
な
ど
で
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。�

（
篠
塚
）

▼
芦
屋
町
は
、
８
月
も
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
芦
屋
海
水
浴
場
や

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
ア
ク
ア
シ
ア
ン
、
戦

没
者
慰
霊
町
民
盆
踊
り
大
会
、
芦
屋
釜

の
里
で
は
夏
休
み
園
内
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。
家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
一
緒
に

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳
し
い
日
程
は
今
号
の
情
報
カ
レ
ン
ダ

ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。�

（
手
塚
）

△�河童石像△�海御前
特別協力：船の科学館
「海の学び ミュージアムサポート」
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６ 月 分 の 人 の 動 き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人22
人51死亡

人0 ４
人17

令和６年６月末日現在 令和５年６月末日現在
人　口
男　性6,209
女　性6,567
世帯数6,401

人
人 6,300

6,677
6,392 世帯

人
人

世帯

12,776 人 12,977 人

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課シティプロモーション係  ☎ 093（223）
3571 〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20 ●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

♥

山
やまもと

本　奈
な お

央ちゃん
（山鹿）
令和４年
８月 25 日生まれ
誕生日おめでとう！奈央が生まれてから毎
日がとても幸せです！これからもたくさん
楽しい思い出を作ろうね！

Happy BirthdayHappy Birthday８月

　８月 10日土～ 15日木の盆期間中は、イベント盛りだくさんです。
詳しくはホームページを見てください。※�入場料１００円が必要です（20歳未満は無料です）。

　８月１日木～６日火の６日間「GⅠ全日本王座決定戦　開設 72周年記念」をボートレース芦屋で開催します。
開催期間中、タレントによる体操ステージやトークステージ、こども向けワークショップなど、皆さんで楽し
めるイベントを行います。詳しくはホームページを見てください。
※�入場料１００円が必要です（20歳未満は無料です）。
▷問い合わせ　ボートレース芦屋企画宣伝係（☎２２３‐０５８１）

ボートレース芦屋 盆のイベント情報

ステージイベント（あしや夢リアホール）

▷時間　午前10 時～午後４時
▷ところ　西プラザステージ前

８/10８/10土土 ～13～13 火火

H
ハ ド ー
ADO　モンスターバトル

（AR アトラクション）

８/14 水８/14 水

ぱーてぃーちゃん お笑いステージ
▷時間　�①午前11時 30 分～　

②午後１時10 分～

８/15８/15 木木

小島よしお お笑いステージ
▷時間　�①午前11時 30 分～

②午後１時10 分～

よしお兄さん
体操ステージ

８/３ ８/３ 土土

▷時間　�①午後１時10 分ごろ～
②午後２時50 分ごろ～

８/４ ８/４ 日日

本郷奏多　
トークステージ

▷時間　�①午後１時10分ごろ～
②午後２時ごろ～

ステージイベント（あしや夢リアホール） ワークショップ（西プラザステージ前）

ダンボール水族館

８/３ ８/３ 土土 ８/４ ８/４ 日日

オリジナルグラス

▷時間　午前10 時から
※先着100人

【共通項目】

△特設サイト

△ボートレース芦屋


